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1　は　じ　め　に

岩手県では，水稲や野菜類について．肥効調節型肥料

（被覆肥料）を用いた基肥1回施肥体系が．追肥を伴う慣

行施肥体系と同等の生育・収量を示すことを明らかにして

おり，現在一部の作物で実用化している。また，被覆肥料

では．窒素の溶出特性により2－4割の減肥が可能と判断

され，環境負荷軽減につながる事例も認められている。

ここでは，早生リンドウに対して，被覆肥料入り配合肥

料を用いた基肥1回施肥体系の検討を行った。

2　試　験　方　法

（1）試験場所

岩手県石鳥谷町大瀬川（表層腐植質多湿黒ボク土）

（2）供試品種

1996年調査：イーハトーヴォ（早生晩，採花4年呂）

1997年調査：マシリイ（極早生，採花2年目）

（3）試験区の構成二表1

表1　試験区の構成

施肥量（成分kg／10a）
基肥　　　　　追肥　　　　　合計

区　名　窒素リン厳　刑　窒素リ二億　カリ　窒素リン億　かJ

慣行施肥12　12　12　　8　2　8　20　14　20
被覆肥料　2013　16
被覆減肥1610　13

20　13　16

16　10　13

注．減肥区は20％減肥
r　有機物：1996年なし

1997年オガクズ鶏ふん堆肥lt／10a
慣行施肥：基肥；リンドウ専用肥料（15－16－15）

追肥；燐硝安加里S646（16－4－16）
5月20日，6月20日

被覆肥料：被覆NK化成70日タイプ60％配合肥料
（15－10－12－2）

（4）試験規模：1区63．5Ⅰば，2反復

（5）耕種概要

1）栽植密度：畦幅130cm（床幅60Cロ．通路70cm），株

間15皿，粂間30cI】．2条植え

2）施肥時期：基肥4月中旬，追肥（慣行施肥のみ）

5月20日，6月20日に半量ずつ

3）施用方法：畦全体（通路を除く）に均一散布

（6）生育・切り花調査

各棟の2番目に長い花茎をその株の代表として調査

（7）切り花調査時期

1996年：8月13日，1997年：7月25日

3　試験結果及び考察

（1）pH，ECの推移

1996年の被覆肥料区は，6月20日以降pHは慣行施肥区

より高く推移し，逆にECは低く推移した（表2）。1997年

でも，6月20日以降，ECは同様に低く推移した。

表2　pH，ECの推移

H（H20）　　　EC（mS／cn）

区　名　施肥前5／側　6／伽　7／19　施肥前5／つ0 6／側　7／19

慣行施肥　4．5　4．5　4．5　4．4　0．03　0．26　0．22　0．14
1996年被覆肥料　〝　4．6　4．6　4．6　　′′　0．28　0．15　0．08

枚覆滅肥　〝　4．6　4．8　4．8　　′′　0．25　0．110．拡

区　名　施肥前5／旬　6／側　7／25　施肥前5／つ3　6／つ0　7／佗5

慣行施肥　4．6　4．6　4．7　4．4　0．10　0．15　0．13　0．15

1997年被覆肥料”　4．6　4．7　4．5　”　0．16　0．10　0．13

枚覆滅肥　〝　4．7　4．8　4．6　　′′　0．15　0，12　0．11

注．0～20cIn土壌を供試。以下同じ。

（2）土壌中硝酸態窒素

被覆肥料区の硝酸態窒素量は，1996年では6月20日で慣

行施肥区の1／2，7月19日では2／5となりいずれも下

回った（表3）。1997年でも被覆肥料区では慣行施肥区を

下回ったが，1996年はど願著ではなかった。被覆減肥区で

は，いずれの年次でも被覆肥料区を下回って推移した。

表3　土壌中のアンモニア態窒素，硝酸態窒素の推移
（曙N／100g）

アンモニア態窒素　　　硝酸態窒素

区　名　施肥前　5／つ0　6／20　7／19　施肥前　5／つ0　6／佗0　7／19

慣行施肥1．212．5　6．0　2．4　0．211．6　7．2　6．2

1996年被覆肥料　′′　12．14．31．8　　　15，0　3．7　2．4

被覆液肥　′′　9．6　4．11．3　　　11．71．9　0．5

区　名　施肥前　5／つ3　6／20　7／つ5　施肥前5／切　6／伽　7／つ5

慣行施肥1．4　5．9　3．2　1．1　0．0　7．9　4．2　6．5

1997年被覆肥料　”　2．12．7　0．7　　　　7．5　3．9　6．4

被覆減肥　′′　1．6　2．2　0．5　　　　6．5　4．8　4．7
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（3）土壌中無機態窒素

披覆肥料区，被覆減肥区の無機態窒素量は，いずれの年

次でも硝酸態窒素とほぼ同じ傾向で推移した（表4）。

表4　無機態窒素の推移　　　　　（喝N／100g）

1996年　　　　　　　1997年
区　名　施肥前　5／20　6／20　7／19　施肥前　5／23　6／20　7／25

慣行施肥1．4　24．113．2　8．5　1．413．7　7．4　7．6
被覆肥料　′′　27．18．0　4．2　　〝　9．6　6．6　7．1

披覆滅肥　′′　21．3　5．91．8　　〝　　8．16．9　5．2

注．無機態窒素＝アンモニア態窒素＋硝酸態窒素

（4）草丈，茎径の推移

生育期間中の草丈・茎径は，いずれの年次でも施肥方法・

施肥量で，あまり差が認められなかった（表5）。

表5　草丈，茎径の推移

1996年　　　　　　　1997年
草丈（cm）　　　茎径（m）　　草丈（皿）

区　名　5／20　6／20　7／】9　5／20　6／20　7／19　5／23　6／20
慣行施肥　25．7　63．179，14．0　4．2　4．7　60．0　93．4
被覆肥料　26．2　62．6　79．4　3．7　3．9　4．6　61．695．1
披覆滅肥　27．4　62．4　78．8　3．8　4．0　4．6　62．7　95．9

（5）切り花調査

1996年の被覆肥料区では，切り花長，花段数，切り花垂

で，慣行施肥区をわずかに下回った（表6）。しかし，出

荷規格はいずれもMとなった。被覆減肥区では，被覆肥

料区と同程度かやや劣る結果となった。

1997年では，被覆肥料区．被覆減肥区の花段数，切り花

重が，慣行施肥区をやや上回ったが，有意差（5％水準）

は見られなかった（表6）。また，80皿調整重は，被覆肥

料区≧被覆減肥区であった。

6月中旬から7月中旬にかけての披覆NK化成からの窒

素成分の溶出は．2カ年とも．2回の追肥を行う慣行施肥

体系より低い結果となった。早生の晩「イーハトーヴォ」

を用いた1996年では，被覆肥料区の出荷規格は慣行施肥体

系と同程度のMとなったが，切り花品質でわずかに劣る傾

向にあった。これは．7月中旬の窒素量が慣行施肥区の半

量以下であったことが，その一因と推定された。しかし，

表6　切り花調査（1996年：8／13，1997年：7／25）

区　名　切り花長　花段数　切り花重　茎径　　出荷

（皿）　　　　（g）　（皿）　規格

慣行施肥　糾．6　5．3　　40．8　　4．7　　M
1996年被覆肥料　82．3　5．1　39．6　　4．7　　M
被覆減肥　81．0　5．0　　37．7　　4．6　　M
区　名　切り花長　花段数　切り花垂80皿調整　出荷

（血）　　　　（g）垂（g）規格

慣行施肥110．0　3．7　　52．9　41．O S
1997年被覆肥料10臥3　4．2　　58．6　47．2　　M
被覆減肥112．5　4．0　　58．3　44．4　　M

注．L：草丈90CⅡl以上，5段以上
M：草丈80以上～90cm未満，4段以上
S：草丈70以上～80cm未満．3段以上

極早生「マシリイ」を用いた1997年では，6月中旬，7月

中旬ともに，慣行施肥区に対する窒素量の減少の程度が

1996年はど大きくなかったため，生育や切り花品質では慣

行施肥区並になったものと推定された。この2カ年におけ

る窒素量の差の違いについての原因は，現在のところ不明

であるが，今後は，被覆NK化成を圃場に設置して残存

量を把握し．経時的に生育量と窒素溶出量との関係を明ら

かにしたい。

以上より，採花期前の慣行施肥体系との窒素量の差が，

比較的大きく現れて来る場合には，切り花の品質がわずか

に低下することが懸念される。したがって．被覆NK化

成配合肥料による基肥1回施肥を．採花時期がより早い極

早生品種に対して用いれば，採花期前の慣行施肥体系との

窒素量の差を軽減することが可能となり，これにより品質

の低下を回避しやすく，ほぼ慣行施肥体系並の生育と品質

を確保できるものと推定された。滅肥の可否については，

両年共に，生育や切り花品質がわずかに劣るため，なお検

討を要する。

4　ま　　と　め

リンドウに対しての，被覆肥料利用（被覆NK化成溶

出70日タイプの窒素成分6割配合）による追肥省略・基肥

1回施肥法は，極早生品種に対しては，慣行施肥体系とは

ぼ同程度の生育・品質が得られるものと判断された。
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